33.1934 掉田义苗興巧潰の蜘蛛〔動龍第が卷•第 5 が號] 

14；1936 齋藤ミ郞眞史婉蛛目〔第ーホ滿篆學術調査研究飄橄吿〕 

15.1935 Saitoi S., Arachnida of Manchoukiio III 〔 Trins. Sapporo 
抓 t. Hist. Soc. XV .〕 

IG .1940 關口お一，滿渊寧の蜘蛛數褲 〔 Ac:a Aracbnol . V , 1.] 

17. 1940 八木沼健夫，滿測國黑河省產の蜘蛛 〔 Ac 化 Arachno ]. V , 4.) 


フィリッピン，ジャバ 

及ボルネオ產のトダグモ數種に就いて 


仲 を 緋 ホ 

東京農業大學動物舉敎室 


吾國に敵對がる南方共榮®巧の諸闽も吾力:•を、異無比なる皇軍の蕉戰にがつて 
降服し今や南方諸國は更生〇第一歩を踏み巧した事は誠に慶贊に堪へません。 
是等の占領せられた南方諸國の蜘蛛も吾々に取つては珍稀なもの力 S 非常に夕い 
ので あるが其の巧筆者の手Xにあるフイリツピン諸島，ジャバ及 ボル ネホ產 
のトゲグモ數種を紹介して巧な■諸をの御參考に供し度い 0 是等の援本は裳を: t 
日月石哲 S 蓋•伯の採集品にして第:京農業大擧標本室の巧藏のものである0內一種 
ボル ネホナガトダグモは慈惠會臀科大擧講師羽娘田彌太巧（昭和 巧 年）が踩 
集せられしものを理擧±高島春椎巧より惠贈せられしものである0なに前記採 
集に從事かられをる巧お替 S 氏と刺粮巧彌太巧並に高島春錐巧に厚く御禮申上 
る次第でをる0 

記載は種名を判おし得る程度に簡單に主として腹稠〇印刻に就て槪ね岸西义 
ま巧の印刻記槪法 (Acta Arachnologica Vol. 11, No. 4, p. 139. 1936) に巧 
て記載ずる事とした0 

Family Argiopidae 
Genus Taiaeantlia Simoa 
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1. Tatacai}iha clavigera Gebel, 1863 カイトゲグモ（第 3 圖，第 4 圆） 

[Zaitschr. f. d. Ges. Naturw., V. 21,p. :;07 〕 

9 

を彩頭船部は暗褐色跋脚な刺は赤擴む又は紫鶴を.呈ずる。腹袍は輿色地に 
暗ホ褐をの印刻を具へ，腹厨には多数の小い黃を斑點を哟にがしてゐる。 

標微腹循は後廣のぶ角形，前緣は戳形，擒祿はな曲 [ ^ ) してねる。築1 
—2 巧刻列は僅に後曲する•一線をなし，難！--‘ミが刻は前曲する。何れも等大 
の卵形である。第3…5巧刻は直線上にあり，淡0印刻は第1剌田線の稍後に 
もる。印魏は前位のも〇結小である0難6—了に日熟は第2剌と同--純にあり等 
大の圓形，第8は微小，第9は儀に前者より大きい巧刻にしてぉ圓形でをる。尙 
後総に沿つて8個の微小印刻ががする。樂 i か i は腹術の前側嫁の中央より儲に 
後方に—保する短小刺である。第2刺は非常に細長にして後件上方に60度おい 
てある。其の長は腹部長の賄ど3倍に等しく其〇頂端は巧方に僅に曲り且つ黑 
毛密生して，.一見舟の罹叉はゴルブ用のクラブを想傑をしめる。第3柬1は第1 
刺の i. 5倍長で大きい0蛛巧前の小隆起は-俾しない0 

背甲長 2.8 風 ra ， 幅么了 min, 腹部長 6 mm, 福 9 nim, 第 2 剌長は 1 了 mm. 

採'集地バシラン島アトンアトン（XII •り. 19が-明-だ巧 S 氏館集） 

Genus Thelacantha HaiseU, 1882. 

2. TJielacantha mammosa C. Koch, 1845 チブサトダグモ[第 1 圖） 

[Arachn. XI, p. 57] 

n 

色彩非常に變異に當んだ種類であつて多數を採集した人は其のをと斑紋り 
異つてねるのに驚<次紫である。背巧は轄褐を又は黑ネ易をにして他は黑條が3 
條縱走してる事がある0 

口部は賄ど背甲と同な0步脚は褐色地に渡淡があり叉暗色の輪がある。腹循 
は黃褐を時に黑色の場合もあり前をの場をには時々親を又は黑を圆に取り國ま 
れたる灰,じ、斑紋をなす事がある0腹廚は淡黄褐を乃至黑色にして時にはす整の 
黑斑紋を有つてねる事がある。 

標徽腹循の备刺は乳嘴狀の祐上にある。但し巧1刺のみは化の潑達は充か 
で無い。第2と築3の兩掌!)は共に判然としてみる。备刺には小觸ががしてなる。 
築I 一 II印刻は殆ど同一線上の機列であり，前者は大きく檐邸後者は小さく 
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て巧小の倒卵形である。鎮3 —5の3印刻はが曲の弧上に化し大きく，か大巧 
ルの S 角形をなし大きい。第5巧剔は策1と第2刺の中關になしてゐる〇第6 

— 8 印刻は斜巧直線をなすか又は健に外曲弧上にある。何れも等大。第6印刻 
は巧2刺線上にがする。第7 — 9の巧魏は前曲弧上に泣し，第9巧魏は坂小で 
ある。中域〇巧孰は操形を呈し後幅>前幅何れも卵形义檐圓形である〇擲械 
た口刻は前3中21312後1又は2である。腹稠。亞側，終部に小祐が夕 <存をし 

てゐる〇 

が巧陵义 5 mm , 幅义 5! nrn ， 腹部の長6 mm , 幅ん1 m u (樂1刺を含む 9.6 mm ) 
採集地ジャバ•バーゲン滿附近 （ III . 28.1930), ワテスカンボン （ I . 25* 
1930), ルソン島ロス•バニホス CVill . 22.1929) 明お哲 S 巧採集0 
Genus Gastercantha Sun k vail ,183 义 
3. Gasiercctniha knhli C . Koch , 1837トゲグモ（第 5 圃） 

CArachn . IV , p . 

色を非常に變化のある種類でをるが1例を示すと，背甲は黑鴻色又はホ褐, 
色にし -C 口部及步脚も槪ね岡じ色である。腹稲は巧ど黃を又は亞側緣即第1— 
2剌閒が黑色でをる0腹面後部の雖溝のある部みにはル黃點を疎に具へてゐる。, 
を刺は暗赤鴻色又は黑をを呈してねる0 
襟徵腹循は前廣後狹にして前緣は前曲するが强く無い。中央部はむしろ僅 
に後曲氣味でをる。第 I --2 0 2が刻は僅に後曲の1機列をなし，第:! 一3即 
刻は前曲の弧おに位する。第1と第2は內小の倒卯形で等大である。第3 ^ 5の‘ 
巧刻も前曲弧上にあり，幾4と第5は第1刺〇前後に位し，何れも巧小の卵お 
を星してねる。第6 — 8目 P 刻の後緣はむしろ前曲性で，第6印熟:は第2刺の巧 
方にあり第4が刻より儀に中線に近寄つでをする。第6 EP 刻は第4印刻と略等 
大にして後部のもの程漸小となる。第8 — "9 の目)]刻の橫歹リは端直な直線をなし 
でねる。中域の4 EP 刻は前狹後廣の梯形，節®刻は小さく正圆に近く，後印刻 
は稍大きく横長に延びてねる。微小印刻の排列は前ぶ中21412後1の式を禾 
してねる。中者〇前側部のものは後中印刻と巧撥してねる場合がある。後者は 
第9巧刻の中閒にあり最も大きい。ず Ij はをて祐性でな < 第1は最小，第2と第 
すは赂同大であるが後者のちが僅に大きい。蔽楓及び刺もおに周緣には小頤が 
ある0 

體お 6.6 miB (第3刺を含むと 8.3 化 m )， 同幅了ぶ化の（第2刺を含むと 



チブサトゲゲモの？ 2. ボルネオナガトゲダを もカイトゲ 
-の军 4. 网前面よりの厕 5. トゲグモの卒 6. ミナミハ 
7. アカントゲグモの车 


•ロトゲグモの？ 
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み 7 mm) ，廢循長を 0 mni ( 第 3 刺ををむと 7 .0 mm) 

採集地バシラン蟲 • アトンアトン （ L1929), ジヤバ • ワラスカムポンび . 
25.1930) 晒あ替兰坟採集 0 

い約 ！ US Aieracaiitha Karsch, 1 が 9, 

4. Ativaewitha I が cede (Walckeiiiier, 1837) 了カシ！、ゲグを（第 7 騷） 

〔 Ins. Apt. II, p. 168] 

9 

を辜多頭敵部は暗褐を，胸被は黑褐色地に大きな黃傑强絞を具へ-ホ脚は黑 
褐をを虽する0腹循は地は黃をにして樂 I 刺の緣に1帶と後緣に沿つて1帶の 
黑條を具へてたる0巧刻は-ホ褐色をしてねる0 
標徽腹循は一ぶ飛行艇を化画から冕た様でもあり，ギリシャ神話に出て來 
る魔術の女神が作りおしを礫な奇拔なををしてゐる〇 了度ハラビロトゲグモの 
第3刺を除いたおを想像すれば賊違ひ键無い。前緣の中央部は截形り前曲性を 
盤してね-る。後緣は緩かな後曲をなし中央部は殆ど直線をなしてねる。第1 
— 2の巧刻は僅に後曲の1揽列を作り，第1巧刻は小さい轄圆が第3印刻は 
大きく倒卯形でをる。樂3 -^5 の3巧刻は第1刺後にあつて其の後緣を連ねる 
線は僅にホ倒下りの直線を作つてゐる〇第3が刻は卵形，第4印刻はタトル巧大 
の略 S 角形，幾5印刻は倒卯おにして了度第！刺と巧2胸の中腳に位ずる。後 
部の巧刻な緩かな後曲にして甲線に近い物程小である。第6巧刻链躲2刺の乾 
築5巧刻より中線に近 < 位し横長の卵形.第7印刻は丸化のをる S 巧形，第 S 
と9巧刻は话ど圓おである。中域の4巧刻は禅形，長は略最大幅に等しい。何 
れも略圓お，前列印刻〇中,じ、を速わる線は略第•弓が刻の後緣を連ねる線と一致 
する0後列印刻の中と、線は'が2刺の後嫁の鉛に含ずる。微細巧刻式は前4中 
212後2でをる。第1刺は短小が2載は破格に太 < 長 < 外側に巧き前緣は前 
曲，後終は端盧である。第3刺は重:然棘:いてむる。 

背甲長 3.4mm, 閒曠 40 mt 。， 腹部長 5• 了化 m, 同幅 15.3 化の（第 2 刺 ！: 
含むと 26 ぶりぶ〇 

採集地ミンダナオ島 • アポ山 （ VII.1.1929), タカパン（ V• が ‘ 1929) 
巧石替兰氏採集 

Genus Pachyleuracantha Dahl, 1914. 

另 . Fachvknracaniha doriae Simon, 1877 ボルネホナダトゲグモ（第 2 飄） 
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[ Ann . Soc . ent . France もら V . 7, p . 232] 
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をお頭胸部のを劲饭ホ脚は黑褐色を呈ずる。腹循は暗黄褐色地に前緣，中 
央あび第 S — 9目 P 刻列の直前にを々黃をの1帶ををする。前者及後者は短く;中 
著は長く巧2刺の基部に達してゐる〇 

標徴腹稠は备刺を除 < と略横長の矩形，隔は長の2倍である0前緣は弱< 
前曲し，其の中央部は槪形をなしてねる0後緣は兩側にて後曲するのみにして 
殆ど大部みは端直な1線をなしてねる。巧熟は他種に比レ何れも大形，特に第 
3 — 7 巧刻は蕃しい。錫1と第2の4が刻を連ねる線は眞直ぐ1横列をなし， 
兩者とも倒卯おにして第2印刻は萊1より大きい。第3— ろの3印刻は；直線 
をなレ後者程大きい0第.3は4角おにして第1刺©前に，樂4は縱軸に長い略 
4角形にして第1刺の線に，第5は外糜內狹の4巧形にして第1刺の僅に後に 
化する。が6…7が刻は同--線上にあり.其の中'じ、線は第2刺の基部後緣の線 
に一致する。第6巧刻は最大にして巧狹の S 角形，第7印刻は惜圓おにして第 
.4 聞刻と同大である。第8 — 9の4印刻は同一線上にあり，略圓おにしてか測 
のものは巧側のものより償に大きい0中域の4印刻は锐妝が巧は後列の1/2 
大にして，観長の構®乃至邵形である。微細が刻式は前4や2 I 3 I 2後1及第 
3巧刻と後列が刻を連むる線上の中央にも i 個ちする D 第 i 測は第3刺より短 
ルなるも割合に長い方にして第2蹲の約；/ 2 である。第2刺は特に細長.第 r 
酌脚の節十黯節長に等しく，僅に前曲し後側方に巧く。{巧れも闕緣に小齒を 
具へてねる。第3刺は第 i 刺と殆ど等長.小樹を具へてねる。 

背甲長 3.8 mm , 同幅义了 mm ， 腹部長6. 5 !!前> 同幅 14.6 mm (第 I 刺を含 

むと18.8 m 化，第2刺を含むと22 m 恥） 

踩集地化ボルネォ•タワホ (1938) 巧娘巧彌太巧。 

6* Pachyleuracantha formcata ( Fabncius , 1793) ミナミノ、ラビ ロトゲゾモ 
(第6圖） 

[ Sy み. En 1. II , p . 417] 

9 

本種は慕灣產ハラビ。トダグモと殆ど區別され離い種である。學者に依って 
は同"-趣巧の1亞趣とさへ考へられてむる位である.〇 

色柔多頭胸部，步脚及各刺はホ褐一黑褐をでをる。蔽循の地は黃色にして么 
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に 前部げ刻列を含む 1 帶，中域の後恥刻を連ねる短い帶.第 6 — 了が刻は おい 
横襄斑を呈し，第 S — 9巧刻の後半部を含む後機にまる細い帶を作る。巧れも 
黑なである。腹簡は黑褐地に黃色り圆い小斑點を散布してわる。 

標徽腹術は横長の略八角形.福は長の2化，第 1-^2 巧刻を連ねる線は端 
底な^線をなし，が2^4の3が刻は後曲の弧上に位ずる。第3 — 5の印刻は 
僅に斜直線上にある。第3巧刻は巧I刺の線にあり，精圓勝第4巧刻は內小 
の卵形•第1刺の後に，第5が刻は第Iと第2刺の中閒にあり，巧小〇 =角形， 
第1及2は等大，が3が下は順をに大きさを增す。第6とが了は等大の巧小の 
略 S 角形，前•者は第2刺の後，第0な!刻よりぶ中線に近 < ある。後者は前を (D 
僅か後內側にがする。第8 — 9印刻列數緣近にあり健に前曲 (D1 横列，等大に 
して略圓形である。中印刻は何れも攒長の卵形I 4巧刻は梯形である。微細巧 
刻式は前3中213 I 2後2，他に第3と中域後印刻と連ねる線より樓に前目日刻 
寄りに1微编 B 目口刻がある0第1刺は第3刺より値に小さく前か方を巧いてゐる〇 
第2刺は破格に大き < 弱 < 前曲し，ホ端は健に後方を巧 <。第3刺は稍短大で 
ある。がれも岡緣山こ小齒があり，第1と第2刺間の腹術上に小相を密巧して 
ゐる〇 

背甲長3ぶ mm , 同幅え7 mm， 腹部長•弓 .8 脚化間‘楠II mm (第け! j を含む 
と11.7 mm , 第2刺を含むと 15*9 mui) 

採集地バシラン島アトンアトン （ Xn . 1028 — L 1929);ミンダナオ鳥シ 
ブラン（ V ， 31.1930) ;ジヤバ•ワテスアムボン [1. 25.1930) 明お哲 S 巧採 

擱筆に臨み致重なる义獻の借聲祗こ御肋言を赐〇ました岸巧ん苗先生に晤く感謝致 
しま十0 


餘白を借りて今號の發巧遲延じつきホ譯を致します 0 先づ第一に原稿の集まりお遲か 
つたことを養へわばなりません 0 愈々組根にか、らうとしたら其の庭前に「昆蟲巧」銘 
99 號の！!肢力;始まつてお預け，續いて大相撲夏場所に狎化され，今厳文「昆蟲巧 J 當巧 
號記念號の印刷を特に急ぐ爲义押出されたわけです。編轉者の怠慢ではちりません〇灌 
延をお戻さないと Q 本出版文化據會からお小言力;來るので引鑽き第了卷第2搬第3號 
の準備にか、り度いと念ひますから大小を論ぜず澤山御寄稿ドさる機願つて觀きます0 
今號は遲巧こそしたネ L 增頁を敢:巧して暂礫の御離廉をが結んで居ります0 

編碑幹事 



